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(57)【要約】
【課題】収納空間を複数備える収納袋の提供。
【解決手段】収納袋１は、三層のうち手前および中間が
フィルムで、奥が紙ラミネート構成シートである。なお
、二枚のフィルムは同一の材質である。なぜなら、一枚
のシートを折り返すことで二層になったものを熱シール
して作られているからである。また、収納袋１では、奥
の紙ラミネート構成シートに対して、中間のフィルムが
わずかに短い。さらに、中間のフィルムに対して、手前
のフィルムが半分程度の長さである。
【選択図】図１



(2) JP 3147580 U 2009.1.8

10

20

30

40

50

【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　三層のシートが熱シールによって三方シールされることで、二つの収納空間が形成され
た収納袋であって、
　前記三層のシートのうち少なくとも二層を形成するシートは、同じ材質である
　ことを特徴とする収納袋。
【請求項２】
　互いに熱シールされることが可能な第一シートと第二シートとを重ね合わせた状態で搬
送供給する搬送供給手段と、
　前記搬送供給される第一シートを、その搬送方向に沿って折り返す折返し手段と、
　前記第二シートと前記折り返された第一シートとを前記折り目付近で熱シールする底シ
ール手段と、
　前記底シール手段によってシールされた前記第二シートと前記第一シートとを、前記搬
送方向と直交する方向に沿って二箇所で熱シールするサイドシール手段と、
　前記サイドシール手段によって熱シールされた部位を切断する切断手段と、
　を備えることを特徴とする収納袋製造装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　収納袋およびその製造装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　総菜などの食品や雑貨などを収納する等の目的で、シートが熱シールによって三方シー
ルされることで収納空間が形成された収納袋収納袋が用いられている。なお、このような
技術は公知・公用のものであり、特に先行技術調査を行っていないため、先行技術文献は
開示しない。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　従来の収納袋は、収納空間が一つだけのものしかなかった。従って、一つの収納袋に複
数のものを分けて収納したくてもできなかった。例えば食品の場合、メインの食品と調味
料とを分けて収納できなかった。この他、雑貨などの場合、商品と商品の説明書きとを分
けて収納できなかった。
【０００４】
　本考案は、先述した内容を鑑み、収納空間を複数備える収納袋およびその製造装置の提
供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　先述した課題を解決するための請求項１に記載の収納袋は、三層のシートが熱シールに
よって三方シールされることで、二つの収納空間が形成された収納袋であって、三層のシ
ートのうち少なくとも二層を形成するシートは、同じ材質であることを特徴とする。
【０００６】
　この収納袋は、収納空間を二つ持つので、二種類のものを分けて収納できる。また、三
層のうち少なくとも二層が同じ材質でできているので、二枚のシートから製造できる。
　また、請求項２は、互いに熱シールされることが可能な第一シートと第二シートとを重
ね合わせた状態で搬送供給する搬送供給手段と、搬送供給される第一シートを、その搬送
方向に沿って折り返す折返し手段と、折り返された第一シートと第二シートとを折り目付
近で熱シールする底シール手段と、底シール手段によってシールされた第二シートと第一
シートとを、搬送方向と直交する方向に沿って二箇所で熱シールするサイドシール手段と
、サイドシール手段によって熱シールされた部位を切断する切断手段とを備えることを特
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徴とする。
【０００７】
　この収納袋製造装置によれば、三層構造を持つ収納袋を、シート供給用の軸を三つ持つ
製造装置によって製造する必要がない。従って、シート供給用の軸を二つ持つ既存の装置
で製造できる。
【考案を実施するための最良の形態】
【０００８】
　図１は、本考案が適用された収納袋１～６を示した図である。収納袋１～６は、高分子
フィルム（以下、単に「フィルム」と言う。）及び紙ラミネート構成シートによる三層の
シートが熱シールによって、図のハッチングで示される部位で三方シールされることで、
二つの収納空間を形成する。
【０００９】
　三方シールとは、コの字状に形成されたシールであり、底シールとサイドシールとから
なる。底シールとは、コの字の縦棒に相当する部位のシールであり、サイドシールとは、
コの字の二つの横棒の部位に相当するシールである。
【００１０】
　また、各シートは矩形をしており、三方シールされる部位は、矩形のふちに沿った部位
である。また、各シートは、三方シールの部位は共通になっている。
　このような構成により、二つの収納空間の開口部は、矩形の四辺のうち、底シールされ
た辺の対辺、つまり、シールされていない辺に形成される。また、フィルムは透明であり
、紙ラミネート構成シートは、フィルムよりも腰が強い。また、フィルムも紙ラミネート
構成シートも、耐水性・耐油性に優れたものを用いれば、食品を収納するために適した収
納袋となる。
【００１１】
　図１（ａ）に示された収納袋１は、三層のうち手前および中間がフィルムで、奥が紙ラ
ミネート構成シートである。なお、二枚のフィルムは同じ材質からできている。なぜなら
、一枚のシートを折り返すことで二層になったものを三方シールして作られているからで
ある（収納袋製造装置１００の説明で後述）。
【００１２】
　また、収納袋１では、奥の紙ラミネート構成シートに対して、中間のフィルムがわずか
に短い。さらに、中間のフィルムに対して、手前のフィルムが半分程度の長さである。
　なお、ここでいう長さとは、底シールされた辺から、開口部を形成する辺までの距離を
指す。以下でも同じである。
【００１３】
　図１（ｂ）に示された収納袋２は、中間がフィルムで、手前および奥が紙ラミネート構
成シートである。収納袋２は、紙ラミネート構成シートを、フィルムを挟み込むように折
り返した後に、三方シールによって作られたものである。また、収納袋２では、奥の紙ラ
ミネート構成シートの長さに対して、中間のフィルムの長さは少し短い。そして、中間の
フィルムの長さに対して、手前の紙ラミネート構成シートの長さは、半分より少し短い。
【００１４】
　図１（ｃ）に示された収納袋３は、奥が紙ラミネート構成シートで、手前および中間が
フィルムである。収納袋３は、フィルムを、紙ラミネート構成シートを挟み込まないよう
に折り返した後に、三方シールによって作られたものである。また、収納袋３では、中間
のフィルムの長さに対して、奥の紙ラミネート構成シートの長さが半分程度である。そし
て、奥の紙ラミネート構成シートの長さに対して、手前のフィルムの長さは、少し短い。
【００１５】
　図１（ｄ）に示された収納袋４は、奥および手前がフィルムで、中間が紙ラミネート構
成シートである。収納袋４は、フィルムを、紙ラミネート構成シートを挟み込むように折
り返した後に、三方シールによって作られたものである。また、収納袋４では、奥のフィ
ルムの長さに対して、手前のフィルムの長さは少し短い。そして、手前のフィルムの長さ
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に対して、中間の紙ラミネート構成シートの長さは、少し短い。
【００１６】
　図１（ｅ）に示された収納袋５は、手前がフィルムで、奥および中間が紙ラミネート構
成シートである。収納袋５は、紙ラミネート構成シートを、フィルムを挟み込まないよう
に、そして底ガゼット（収納袋の底がＶ字に折り込まれた形状）が形成されるように折り
返した後に、三方シールによって作られたものである。また、収納袋５では、手前のフィ
ルムの長さに対して、奥の紙ラミネート構成シートの長さは半分程度である。そして、奥
の紙ラミネート構成シートの長さに対して、中間の紙ラミネート構成シートの長さは、少
し短い。
【００１７】
　なお、底ガゼットの形状について、図では分かりやすくするために、サイドシールがさ
れていないかのような形状で表現している。しかし、実際には、サイドシールがされるこ
とで、図とは見え方が異なる。これは、次に説明する収納袋６についても同じである。
【００１８】
　図１（ｆ）に示された収納袋６は、手前がフィルムで、奥および中間が紙ラミネート構
成シートである。収納袋６は、紙ラミネート構成シートを、フィルムを挟み込まないよう
に、そして底ガゼットが形成されるように折り返した後に、三方シールによって作られた
ものである。また、収納袋６では、奥の紙ラミネート構成シートの長さに対して、中間の
紙ラミネート構成シートの長さは半分程度である。そして、中間の紙ラミネート構成シー
トの長さに対して、手前のフィルムの長さは、少し短い。
【００１９】
　図２は、収納袋製造装置１００の構成を表す図である。収納袋製造装置１００は、手前
および中間、あるいは中間および奥が同じ材質の袋、例えば、収納袋１・３・５・６を作
るためのものである。そして、収納袋製造装置１００は、第一軸１１０、第二軸１２０、
第一ローラ１３０、第二ローラ１３５、第三ローラ１４０、プレート１５０、プレス棒１
６０、底シール用ヒータ１７０、第一サイドシール用ヒータ１８０、及び第二サイドシー
ル用ヒータ１９０を備える。
【００２０】
　第一軸１１０および第二軸１２０には、それぞれシートが巻き付けられている。例えば
、収納袋１を作る場合であれば、第一軸１１０にフィルムを、第二軸１２０に紙ラミネー
ト構成シートを巻き付ける。そして、各シートは、図示されていない機構によって、引っ
張り出されることによって搬送供給される。
【００２１】
　そして、第一ローラ１３０及び第二ローラ１３５は、第一軸１１０から搬送供給された
シート（以下「シートＡ」と言う。）と第二軸１２０から搬送供給されたシート（以下「
シートＢ」と言う。）とを一緒に挟み込むことで重ね合わせる。そして、第三ローラ１４
０及びプレート１５０は、第一ローラ１３０と第二ローラ１３５との間を通過した後に搬
送されてくるシートＡ・Ｂを挟み込む。なお、シートＡ・Ｂは、第三ローラ１４０がシー
トＢに、プレート１５０がシートＡに接触しながら挟み込まれる。
【００２２】
　また、シートＡの一部がプレート１５０と接触することなく搬送されるように、搬送方
向との直交方向のプレート１５０の大きさが設計されている。なお、シートＡの一部とは
、シートＡの幅（搬送方向との直交方向の長さ）方向の一方の端（図では手前側の端）を
含むものである。
【００２３】
　そうすると、シートＡは、プレート１５０に接触しない端を含む部位で、シートＢに対
してまくれ上がる。そして、シートＡのまくれ上がった部位は、搬送されるに連れて徐々
に折られていき、底シール用ヒータ１７０に到達するまでには、プレート１５０を挟み込
むようにして折り返される。この時の折り目は、プレート１５０の端に沿った位置であり
、搬送方向に平行となる。
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【００２４】
　なお、このようにして、シートＡが折り返されるためには、収納袋製造装置１００への
シートＡのセッティングが必要であり、そのセッティングをすれば後は自然とこのような
折り返しが連続的に実現されることになる。
【００２５】
　なお、プレス棒１６０は、プレート１５０を第三ローラ１４０に向けて押さえ付けるた
めのものであり、押さえ付ける力が調整できるようになっている。
　そして、底シール用ヒータ１７０は、折り返されたシートＡとシートＢとを、折り目付
近において、搬送方向に沿って細長く伸びる直方形の領域で熱シールすることで、底シー
ルを形成する。
【００２６】
　そして、第一サイドシール用ヒータ１８０及び第二サイドシール用ヒータ１９０は、底
シールされたシートＡ・Ｂを、搬送方向との直交方向に沿って細長く伸びる直方形の領域
で熱シールする。なお、この領域は、シートの幅方向における全域である。
【００２７】
　そして、切断機（図示なし）によって、底シール用ヒータ１７０、第一サイドシール用
ヒータ１８０、及び第二サイドシール用ヒータ１９０によって熱シールされた部位が切断
されることで、先述した収納袋が製造される。
【００２８】
　なお、収納袋５・６を製造するためには、底ガゼットを形成するための周知の機構を付
け加えればよい。
　また、プレート１５０による折り返し方を変えれば、収納袋２・４が製造できる。具体
的には、シートＢが折り返されるように、シートＡ・Ｂ及びプレート１５０を配置すれば
よい。
【００２９】
　以上に説明したように、収納袋１～６は、三層構造によって収納空間を二つ持つので、
二種類のものを分けて収納できる。また、三層のうち二層が同じ材質でできているので、
二枚のシートから製造できる。また、フィルムが透明であること、及び、紙ラミネート構
成シートの腰が強いことを利用して、目的に応じた構成にすることができる。
【００３０】
　例えば、収納袋１は、奥の紙ラミネート構成シートが最も広いので腰を持たせることが
でき、手前および中間に透明なフィルムを配置することで、内容物が視認できる。また、
収納袋２は、紙ラミネート構成シートを手前および奥に配置することで、さらに腰を持た
せ、また、手前の紙ラミネート構成シートを短くすることで、内容物を取り出しやすくし
ている。
【００３１】
　また、収納袋製造装置１００によれば、三層構造を持つ収納袋を、シート供給用の軸を
三つ持つ装置によって製造する必要がない。従って、シート供給用の軸を二つ持つ既存の
装置で製造できる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】収納袋１～６を示す図。
【図２】収納袋製造装置１００を示す図。
【符号の説明】
【００３３】
１～６…収納袋、１００…収納袋製造装置、１１０…第一軸、１２０…第二軸、１３０…
第一ローラ、１３５…第二ローラ、１４０…第三ローラ、１５０…プレート、１６０…プ
レス棒、１７０…底シール用ヒータ、１８０…第一サイドシール用ヒータ、１９０…第二
サイドシール用ヒータ
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